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粘土主体で砂を含む。φ2～50mmの
花崗岩礫や片岩礫混入し不均質。

盛土・
粘性土 褐灰

粒径不均一な砂が主体で粘土や細礫
を含む。含水量が多く締まりが緩い。
部分的に粘土を多く含む。
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淡

黄

灰
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粘土主体で細砂を含む。含水量が多
く軟らかい。石英の細礫を少量混入。

砂質粘
土

淡黄
灰
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凝固状を呈し粘性の強い粘土。粗砂
をレンズ状に挟む。φ2～30mmの花
崗岩礫を少量混入する。含水量がや
や少ない。
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黄
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硬
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粒径不均一な砂が主体で粘土を混入
する。含水量が多い。φ2～10mm程
度の花崗岩礫を少量混入する。
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じり砂

淡

灰
中ぐ
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凝固状の粘土。含水量がやや少なく
粘性が強い。試料は強い指圧でよう
やく変形する。
深度6m以深はφ2～10mmの石英礫を
多く混入する。
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マサ土化した花崗岩の強風化部。
岩組織は明瞭ながら、深層風化によ
り砂質土状に土砂化しており、岩と
しては非常に脆弱。
採取試料は指圧で磨り潰すことが可
能で、粘土質砂状になる。
土砂としてみた場合は、中位～密な
締まりの砂質土に相当する。

深部へ徐々に硬質となる。
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花崗岩の風化部で、依然として岩芯
部まで風化が進み、岩としては脆い。

上位のマサよりも岩組織が明瞭で硬
質になる。

試料を崩すと礫混じり砂状になる。

コア性状やN値などから、堅固な支
持層と評価され、施工上は軟岩に区
分される。
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・本資料は、工事等により現況と整合しない場合があり、現在の位置関係や地質状況などを特定するものではありません。
・本資料は、参考データとして利用し、現在の地質状況は、再度ボーリングを行う等して確認をお願いします。




